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デ
ッ
サ
ウ
、
あ
る
地
方
工
業
都
市
の
肖
像
（
一
） 

 

武
田 

竜
弥 

 

  

１ 

は
じ
め
に 

 

ベ
ル
リ
ン
の
南
西
お
よ
そ
一
一
〇
㌔
㍍
、
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
中
東
部
に
そ
の
町
は
あ
る
。
古

い
歴
史
を
も
つ
が
、
二
〇
〇
七
年
に
エ
ル
ベ
川
を
挟
ん
だ
北
隣
の
町
と
合
併
し
た
た
め
、
現
在
は
独
立
し
た

行
政
市
で
は
な
い
。 

ま
ず
は
斜
陽
の
地
方
都
市
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
旧
東
ド
イ
ツ
時
代
を
通
じ
て
わ
ず
か
な
が
ら
も
増

加
し
て
い
た
町
の
人
口
は
、
一
九
九
〇
年
の
ド
イ
ツ
再
統
一
以
来
、
三
〇
％
近
く
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
合

併
後
の
状
況
を
見
て
も
、
二
〇
一
九
年
の
合
併
市
の
平
均
失
業
率
は
七
・
七
％
、
全
ド
イ
ツ
の
平
均
五
％
を

顕
著
に
上
回
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
若
者
の
少
な
さ
だ
。
同
じ
年
の
二
五
歳
以
下
の
人
口
比
は
全
ド
イ
ツ
で



154 
 

二
四
％
、
し
か
し
こ
の
市
で
は
一
八
・
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
逆
に
五
五
歳
以
上
の
人
口
比
は
全
ド
イ
ツ
で
三

六
・
六
％
、
こ
の
市
で
は
四
八
・
七
％
に
上
る
1

。
老
い
と
停
滞
が
町
を
覆
っ
て
い
る
。 

旧
東
ド
イ
ツ
の
町
と
し
て
は
、
さ
ほ
ど
珍
し
い
光
景
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
再
統
一
後
の
東
西
格

差
は
一
向
に
解
消
さ
れ
る
気
配
が
な
く
、
仕
事
の
な
い
と
こ
ろ
に
若
者
は
集
ま
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
で
も

や
は
り
こ
の
町
の
光
景
に
あ
る
種
の
感
慨
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
町
の
そ
こ
こ
こ
に
、
か
つ
て
の
若

く
喧
騒
に
満
ち
た
時
代
の
残
像
が
見
て
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

中
部
ド
イ
ツ
の
工
業
化
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
ガ
ス
会
社
が
こ
の
町
に
設
立
さ
れ
た
の
は
、
一
八
五
五

年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
、
町
は
小
さ
な
宮
廷
都
市
か
ら
工
業
都
市
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
。
一

八
八
六
年
に
は
ド
イ
ツ
で
二
番
目
と
な
る
発
電
所
が
こ
の
会
社
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
。
そ
こ
に
、
ベ
ル
リ
ン

か
ら
一
人
の
男
が
や
っ
て
く
る
。
男
は
ガ
ス
モ
ー
タ
ー
の
開
発
で
特
許
を
取
り
、
や
が
て
自
身
の
会
社
を
立

ち
上
げ
た
。
そ
し
て
一
九
一
九
年
、
男
は
世
界
初
の
全
金
属
製
航
空
機
を
こ
の
町
の
空
に
飛
翔
さ
せ
た
。
同

じ
頃
、
歌
劇
場
で
は
、
の
ち
に
「
怪
物
」
と
も
称
さ
れ
る
指
揮
者
が
ド
イ
ツ
最
年
少
の
音
楽
監
督
に
な
ろ
う

と
し
て
い
た
。
そ
の
六
年
後
に
は
、
二
〇
世
紀
の
建
築
あ
る
い
は
デ
ザ
イ
ン
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た

造
形
学
校
が
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
か
ら
移
転
し
て
き
た
。
美
術
好
き
な
ら
知
ら
ぬ
者
と
て
い
な
い
画
家
ら
が
教
鞭

を
と
り
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
才
能
が
集
ま
っ
た
。 
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し
か
し
、
輝
か
し
い
時
代
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
一
九
三
二
年
、
ナ
チ
ス
主
導
の
議
会
で
件
の
造
形

学
校
の
閉
鎖
が
決
議
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
か
の
航
空
機
会
社
が
国
家
の
管
理
下
に
置
か
れ
、
創
業
者
の
男
は

町
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
民
間
航
空
の
夢
が
紡
が
れ
た
工
場
で
は
爆
撃
機
が
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
地

の
収
容
所
か
ら
多
く
の
強
制
労
働
者
が
集
め
ら
れ
た
。
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
製
糖
工
場
は
、
ア
ウ
シ

ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
な
ど
で
使
わ
れ
た
毒
ガ
ス
、
ツ
ィ
ク
ロ
ン
Ｂ
の
製
造
工
場
と
な
っ
た
。
そ
し
て
第
二
次
世
界
大

戦
末
期
、
数
次
に
わ
た
る
連
合
軍
の
空
襲
に
よ
り
、
町
は
灰
燼
に
帰
し
た
。 

光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
奥
行
き
を
生
み
出
す
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
代
の
、
こ
の
町
の
肖
像
ほ
ど

鮮
や
か
な
奥
行
き
に
富
ん
だ
も
の
も
少
な
い
だ
ろ
う
。
確
か
に
そ
れ
は
小
さ
な
肖
像
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

地
方
都
市
が
ド
イ
ツ
史
に
お
い
て
主
役
を
演
じ
る
機
会
な
ど
、
つ
い
ぞ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し

そ
れ
で
も
、
そ
こ
に
は
間
違
い
な
く
目
を
向
け
る
に
足
る
奥
行
き
が
あ
る
。
そ
の
奥
行
き
が
言
葉
を
誘
っ
て

や
ま
な
い
。 

今
日
、
老
い
と
停
滞
に
覆
わ
れ
た
こ
の
町
の
そ
こ
こ
こ
に
見
出
さ
れ
る
残
像
と
は
、
か
か
る
肖
像
の
、
時

を
経
た
断
片
に
他
な
ら
な
い
。
本
論
考
で
は
、
そ
れ
ら
の
断
片
を
遡
行
し
、
類
ま
れ
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
彩

ら
れ
た
こ
の
町
の
肖
像
を
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。
町
の
名
を
、
デ
ッ
サ
ウ
と
い
う
。 
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２ 

ア
ン
ハ
ル
ト
の
都 

 
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
か
つ
て
ア
ン
ハ
ル
ト
公
国
（
一
八
六
三
～
一
九
一
八
年
）

と
い
う
名
の
小
さ
な
領
邦
が
あ
っ
た
。
世
襲
君
主
は
ア
ス
カ
ニ
ア
家
。
中
世
に
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境

伯
や
ザ
ク
セ
ン
公
（
い
ず
れ
も
選
帝
侯
）
な
ど
も
輩
出
し
た
名
門
の
家
系
で
あ
る
。
し
か
し
度
重
な
る
分
割

相
続
な
ど
の
結
果
、
す
で
に
一
八
世
紀
に
は
祖
領
の
ア
ン
ハ
ル
ト
に
い
く
つ
か
の
分
家
が
領
地
を
構
え
る
だ

け
の
小
貴
族
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
主
な
諸
侯
は
、
ア
ン
ハ
ル
ト
＝
デ
ッ
サ
ウ
、
ア
ン
ハ
ル
ト
＝
ケ
ー
テ

ン
、
ア
ン
ハ
ル
ト
＝
ベ
ル
ン
ブ
ル
ク
、
ア
ン
ハ
ル
ト
＝
ツ
ェ
ル
プ
ス
ト
の
四
家
で
、
残
り
は
そ
の
傍
流
と
い

っ
て
よ
い
家
柄
で
あ
る
。 

一
八
世
紀
前
半
の
ア
ン
ハ
ル
ト
＝
デ
ッ
サ
ウ
家
は
、
領
邦
君
主
と
し
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
プ
ロ
イ
セ
ン
の

軍
人
一
族
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
一
六
九
三
年
に
同
家
を
継
い
だ
レ
オ
ポ

ル
ト
一
世
で
あ
る
。
レ
オ
ポ
ル
ト
は
一
七
歳
で
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
軍
（
の
ち
の
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国

軍
）
の
大
佐
と
な
り
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
（
一
七
〇
一
～
一
四
年
）
な
ど
で
活
躍
、
一
七
一
二
年
に
は
軍

の
最
高
司
令
官
で
あ
る
元
帥
（G

eneralfeldm
arschall

）
に
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
彼
は
、
急
速
に
拡
大
し
つ
つ

あ
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
の
育
成
に
も
力
を
発
揮
し
、
軍
事
強
国
プ
ロ
イ
セ
ン
の
礎
を
築
い
た
。
軍
内
で
の
声
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望
は
比
肩
す
る
者
が
な
く
、
周
囲
か
ら
は
親
し
み
を
込
め
て
「
デ
ッ
サ
ウ
老
」
と
呼
ば
れ
た
。 

歴
代
の
プ
ロ
イ
セ
ン
王
も
同
家
に
は
絶
大
な
信
頼
を
寄
せ
、
彼
の
後
を
継
い
で
ア
ン
ハ
ル
ト
＝
デ
ッ
サ
ウ

侯
と
な
っ
た
レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
、
そ
の
弟
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
、
モ
ー
リ
ッ
ツ
ま
で
も
相
次

い
で
元
帥
に
任
命
し
て
い
る
。
先
代
の
父
ヨ
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
二
世
も
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
軍
の
元

帥
で
あ
っ
た
か
ら
、
親
子
三
代
で
都
合
五
人
の
元
帥
を
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
家
な
ど
、
プ
ロ

イ
セ
ン
の
歴
史
を
通
じ
て
他
に
は
な
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
（
一
七
四
〇
～
四
八
年
）
で
プ
ロ
イ
セ

ン
が
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
の
確
保
に
成
功
し
た
の
も
、
こ
の
親
子
の
働
き
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

一
方
、
ア
ン
ハ
ル
ト
＝
ケ
ー
テ
ン
家
は
こ
れ
と
は
大
分
趣
が
異
な
っ
て
い
た
。
一
七
〇
四
年
、
父
エ
マ
ヌ

エ
ル
・
レ
ー
プ
レ
ヒ
ト
の
急
死
に
よ
り
、
息
子
の
レ
オ
ポ
ル
ト
（
デ
ッ
サ
ウ
家
と
は
別
人
）
が
わ
ず
か
一
〇

歳
で
同
家
の
当
主
と
な
っ
た
。
し
か
し
幼
い
彼
に
君
主
と
し
て
の
仕
事
が
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
母
が
摂
政

と
な
り
、
彼
は
ベ
ル
リ
ン
の
騎
士
学
校
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
で
彼
は
音
楽
の

虜
と
な
っ
て
し
ま
う
。
一
七
一
〇
年
に
同
校
を
卒
業
す
る
と
、
彼
は
当
時
の
貴
族
の
習
い
で
あ
っ
た
「
グ
ラ

ン
ド
ツ
ア
ー
」
に
出
か
け
る
が
、
デ
ン
・
ハ
ー
グ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ロ
ー
マ
、
ウ
ィ
ー
ン
な

ど
、
行
く
先
々
で
音
楽
三
昧
の
生
活
を
送
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
デ
ッ
サ
ウ
家
の
レ
オ
ポ
ル
ト
が
ス
ペ
イ
ン
継
承

戦
争
を
戦
っ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。 
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そ
し
て
一
七
一
三
年
、
ケ
ー
テ
ン
に
戻
っ
た
彼
は
、
早
速
自
前
の
宮
廷
楽
団
の
結
成
に
取
り
掛
か
っ
た
。

折
し
も
ベ
ル
リ
ン
で
は
「
兵
隊
王
」
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
に
よ
っ
て
宮
廷
楽
団
が
解
散
さ

せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
腕
利
き
の
音
楽
家
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
初
代
楽
長
ラ
イ

ン
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
リ
ッ
カ
ー
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
リ
ッ
カ
ー
は
一
七
一
七
年
の
夏
ま
で
楽
長
を

務
め
、
そ
の
年
の
末
に
二
代
目
の
楽
長
が
破
格
の
待
遇
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
ヨ
ハ
ン
・
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア

ン
・
バ
ッ
ハ
で
あ
る
2

。 

自
身
も
優
れ
た
バ
ス
歌
手
で
あ
り
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ン
バ
ロ
な
ど
も
演
奏
し
た
レ
オ
ポ
ル
ト
は
、

バ
ッ
ハ
を
友
人
の
ご
と
く
遇
し
、
そ
の
活
動
に
様
々
な
便
宜
を
与
え
た
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の
下
で
バ
ッ

ハ
は
、「
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
」（B

W
V

1046-1051

）
、「
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
と

パ
ル
テ
ィ
ー
タ
」
（B

W
V

1001-1006
）
、
「
無
伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
」
（B

W
V

1007-1012

）
、
「
平
均
律
ク
ラ
ヴ

ィ
ー
ア
曲
集
第
一
巻
」（B

W
V

846-869
）
な
ど
、
数
々
の
傑
作
を
生
み
出
し
た
3

。
こ
の
時
代
の
彼
の
作
品

に
教
会
音
楽
が
少
な
い
の
は
、
レ
オ
ポ
ル
ト
が
礼
拝
に
音
楽
の
使
用
を
禁
じ
る
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
信
者
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
バ
ッ
ハ
が
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
聖
ト
ー
マ
ス
教
会
の
カ
ン
ト
ル
と
な
る
べ
く
ケ
ー
テ
ン
を
去

っ
た
の
は
一
七
二
三
年
。
そ
の
五
年
後
に
レ
オ
ポ
ル
ト
は
亡
く
な
っ
た
。
同
じ
ア
ス
カ
ニ
ア
系
の
ア
ン
ハ
ル

ト
貴
族
で
あ
り
な
が
ら
、
軍
務
に
明
け
暮
れ
た
デ
ッ
サ
ウ
家
と
は
全
く
違
っ
た
生
涯
で
あ
っ
た
。 
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と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
両
家
の
間
に
不
思
議
な
逆
転
現
象
が
起
こ
る
。
ケ
ー
テ
ン
家
で
は
レ
オ
ポ
ル
ト
の
嫡

男
が
早
世
（
父
と
同
年
に
死
去
）
し
て
い
た
た
め
、
弟
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
が
家
督
を
継
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
七
五
五
年
に
そ
の
息
子
の
カ
ー
ル
・
ゲ
オ
ル
ク
・
レ
ー
プ
レ
ヒ
ト
、
一
七
八
九
年

に
孫
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
同
家
を
継
承
し
た
が
、
こ
の
二
人
は
と
も
に

プ
ロ
イ
セ
ン
軍
の
将
軍
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

一
方
デ
ッ
サ
ウ
家
で
は
、
一
七
三
七
年
に
レ
オ
ポ
ル
ト
二
世
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
が
ケ
ー
テ
ン
家
レ
オ
ポ
ル

ト
の
忘
れ
形
見
ギ
ー
ゼ
ラ
・
ア
グ
ネ
ス
と
結
婚
し
、
三
年
後
に
嫡
男
を
も
う
け
た
。
の
ち
の
ア
ン
ハ
ル
ト
＝

デ
ッ
サ
ウ
侯
（
公
）
レ
オ
ポ
ル
ト
三
世
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ラ
ン
ツ
で
あ
る
。
一
七
五
一
年
に
当
主
と
な
っ

た
フ
ラ
ン
ツ
は
、
同
家
の
慣
例
に
従
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
に
入
り
、
七
年
戦
争
（
一
七
五
六
～
六
三
年
）
に

出
征
し
た
4

。
と
こ
ろ
が
叔
父
モ
ー
リ
ッ
ツ
と
と
も
に
参
加
し
た
一
七
五
七
年
の
コ
リ
ン
の
戦
い
（
プ
ロ
イ

セ
ン
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
大
敗
）
の
後
、
彼
は
俄
か
に
デ
ッ
サ
ウ
に
戻
り
、
以
後
軍
へ
の
復
帰
を
拒
否
し
た

の
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
関
係
か
ら
し
て
、
デ
ッ
サ
ウ
家
の
当
主
が
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
か
ら
離
脱
す
る
な
ど

容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
怒
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
大
王
）
は
デ
ッ
サ
ウ
家
に
莫

大
な
軍
事
負
担
を
課
し
、
七
年
戦
争
後
に
は
そ
の
大
王
の
意
に
適
う
べ
く
、
フ
ラ
ン
ツ
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
傍
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流
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
＝
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ト
家
の
ル
イ
ー
ゼ
と
結
婚
し
た
5

。
ま
た
フ
ラ
ン
ツ
に
代
わ
っ
て
彼

の
二
人
の
弟
、
ヨ
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
と
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
に
入
り
、
の
ち
に

は
フ
ラ
ン
ツ
と
ル
イ
ー
ゼ
の
子
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
も
同
じ
道
を
辿
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
フ
ラ
ン
ツ
自
身

は
二
度
と
軍
に
は
戻
ら
な
か
っ
た
。 

七
年
戦
争
が
終
わ
る
と
、
フ
ラ
ン
ツ
は
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
旅
行
に
出
た
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス

は
産
業
革
命
の
勃
興
期
で
、
フ
ラ
ン
ツ
は
自
国
に
は
見
ら
れ
な
い
制
度
や
文
化
を
学
ぼ
う
と
精
力
的
に
各
地

を
視
察
し
て
回
っ
た
。
彼
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
愛
着
は
大
き
く
、
同
国
へ
の
訪
問
は
都
合
四
回
（
一
七
六

三
～
六
四
年
、
一
七
六
六
～
六
七
年
、
一
七
七
五
年
、
一
七
八
五
年
）
に
及
ん
だ
。 

イ
ギ
リ
ス
の
次
は
イ
タ
リ
ア
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ツ
は
一
七
六
五
年
の
秋
か
ら
一
年
余
り
も
イ
タ
リ
ア
に

滞
在
し
、
古
代
の
建
築
や
美
術
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ロ
ー
マ
で
は
新
古
典
主
義
美
学
の
理
論
的
支
柱
で
あ
っ

た
ヨ
ハ
ン
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
か
ら
も
教
え
を
受
け
た
。
帰
路
に
は
イ
ギ
リ
ス
を
再
訪
し
、
旅

行
は
一
八
か
月
の
長
き
に
わ
た
っ
た
。 

デ
ッ
サ
ウ
に
戻
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
知
見
を
活
か
そ
う
と
、
矢
継
ぎ
早
に
新
た
な
施
策

を
打
ち
出
し
た
。
道
路
や
住
宅
の
整
備
、
農
地
の
拡
大
、
火
災
保
険
の
導
入
、
救
貧
院
の
設
立
、
公
報
の
発

刊
、
教
育
改
革
6

、
劇
場
の
建
設
、
ま
さ
に
手
当
た
り
次
第
と
い
う
風
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
彼
の
施
策
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は
良
く
も
悪
く
も
啓
蒙
専
制
君
主
の
そ
れ
で
、
あ
れ
こ
れ
と
命
令
を
下
す
割
に
は
計
画
性
に
乏
し
く
、
十
分

な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
八
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ

で
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヨ
ー
ゼ
フ
二
世
の
よ
う
な
大
国
の
君
主
ば

か
り
で
な
く
、
中
小
の
領
邦
君
主
の
中
に
も
啓
蒙
主
義
に
傾
倒
す
る
者
が
い
た
の
で
あ
る
7

。 

フ
ラ
ン
ツ
の
業
績
の
中
で
今
日
で
も
デ
ッ
サ
ウ
の
文
化
遺
産
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の
が
、
大
陸

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
と
も
い
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
式
庭
園
の
造
営
で
あ
る
。
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
れ

ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
主
流
で
あ
っ
た
幾
何
学
的
構
成
の
庭
園
に
代
わ
っ
て
、
自
然
風
景
を
模
し
た
庭
園
様
式

が
流
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
大
の
イ
ギ
リ
ス
贔
屓
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
は
こ
れ
に
魅
了
さ
れ
、
旅
の

供
で
も
あ
っ
た
建
築
家
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
エ
ル
ト
マ
ン
ス
ド
ル
フ
ら
に
命
じ

て
大
規
模
な
イ
ギ
リ
ス
式
庭
園
を
造
ら
せ
た
。
庭
園
の
現
存
部
分
一
四
〇
平
方
㌔
㍍
余
り
は
、
二
〇
〇
〇
年

に
「
デ
ッ
サ
ウ
・
ヴ
ェ
ル
リ
ッ
ツ
の
庭
園
王
国
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
デ
ッ

サ
ウ
の
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
ケ
ー
テ
ン
家
レ
オ
ポ
ル
ト
の
血
を
引
い
た
フ
ラ
ン
ツ
は
、
軍

人
と
は
別
の
形
で
名
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

ア
ン
ハ
ル
ト
＝
ツ
ェ
ル
プ
ス
ト
家
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
お
こ
う
。
一
六
九
〇
年
、
ツ
ェ
ル
プ
ス
ト
家
の

分
家
に
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ア
ウ
グ
ス
ト
と
い
う
人
物
が
出
た
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
は
一
八
歳
で
プ
ロ
イ
セ
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ン
軍
の
士
官
と
な
り
、
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
や
大
北
方
戦
争
（
一
七
〇
〇
～
二
一
年
）
で
活
躍
し
た
。
軍
で

も
順
調
に
昇
進
し
、
一
七
四
二
年
に
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
に
よ
っ
て
元
帥
に
任
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
後

嗣
の
絶
え
た
本
家
ツ
ェ
ル
プ
ス
ト
家
の
家
督
も
相
続
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
に
、
娘
ゾ
フ
ィ
ー
・
ア
ウ
グ
ス

テ
・
フ
リ
ー
デ
リ
ケ
の
結
婚
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。
相
手
は
ロ
シ
ア
の
皇
太
子
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
フ
ョ
ー
ド
ロ

ヴ
ィ
チ
、
の
ち
の
皇
帝
ピ
ョ
ー
ト
ル
三
世
で
あ
る
8

。
当
時
プ
ロ
イ
セ
ン
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
の
最

中
で
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
は
ロ
シ
ア
と
の
友
好
関
係
を
望
ん
で
い
た
。
自
ら
が
任
命
し
た
元
帥
の
娘
が
ロ

シ
ア
の
皇
太
子
妃
に
な
る
と
い
う
の
は
、
願
っ
て
も
な
い
話
で
あ
っ
た
。
結
局
、
ゾ
フ
ィ
ー
は
一
七
四
五
年

に
ピ
ョ
ー
ト
ル
と
結
婚
し
、
そ
の
二
年
後
に
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
は
こ
の
世
を
去
っ
た
。
し
か
し
こ
の
結
婚
が

ツ
ェ
ル
プ
ス
ト
家
の
運
命
を
狂
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

一
七
五
六
年
に
七
年
戦
争
が
始
ま
る
と
、
ロ
シ
ア
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
弱
体
化
を
狙
い
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
側

に
立
っ
て
参
戦
し
た
。
離
反
を
疑
わ
れ
た
ツ
ェ
ル
プ
ス
ト
は
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
の
進
駐
を
受
け
、
ク
リ
ス
テ
ィ

ア
ン
の
跡
を
継
い
で
い
た
息
子
（
ゾ
フ
ィ
ー
の
弟
）
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
は
国
外
へ
の
逃
亡
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
一
七
六
二
年
、
ロ
シ
ア
で
は
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
を
敬
愛
す
る
ピ
ョ
ー
ト
ル

三
世
が
即
位
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
の
単
独
講
和
に
踏
み
切
っ
た
。
す
る
と
夫
婦
関
係
が
破
綻
し
て
い
た
ゾ
フ

ィ
ー
が
こ
れ
に
反
発
、
ロ
シ
ア
貴
族
の
支
持
を
得
て
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
自
ら
皇
帝
に
即
位
し
た
。
エ
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カ
チ
ェ
リ
ー
ナ
二
世
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
り
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ツ
ェ
ル
プ
ス
ト
家
と
の
関
係
は
修
復
不
可
能
と
な
り
、
七
年
戦
争
の
終
結
後

も
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
自
領
に
戻
れ
な
い
ま
ま
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
七
九
三
年
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
子
を
得

ず
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
亡
く
な
る
と
、
ツ
ェ
ル
プ
ス
ト
家
は
断
絶
と
な
り
、
領
地
は
他
の
ア
ン
ハ
ル
ト
諸

邦
（
デ
ッ
サ
ウ
、
ケ
ー
テ
ン
、
ベ
ル
ン
ブ
ル
ク
）
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ア
ン
ハ
ル
ト
は

こ
の
体
制
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
は
ド
イ
ツ
の
歴
史
に
一
大
転
機
を
も
た
ら
し
た
。
三
〇
〇
余
り
も
あ
っ
た
領
邦
は
わ
ず

か
四
〇
ほ
ど
に
整
理
さ
れ
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
は
名
実
と
も
に
消
滅
し
た
9

。
一
〇
年
以
上
も
続
い
た
戦
い

に
よ
る
人
的
・
経
済
的
被
害
も
甚
大
で
あ
っ
た
。 

だ
が
、
生
き
残
っ
た
諸
邦
に
と
っ
て
は
、
結
果
は
必
ず
し
も
悪
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
や

バ
ー
デ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
な
ど
は
大
幅
に
領
土
を
拡
張
し
、
新
た
な
王
国
、
大
公
国
、
公
国
が
続
々

と
誕
生
し
た
。
ア
ン
ハ
ル
ト
も
こ
の
「
勝
ち
組
」
で
あ
っ
た
。 

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
解
体
が
目
前
に
迫
っ
た
一
八
〇
六
年
四
月
、
ベ
ル
ン
ブ
ル
ク
家
の
当
主
ア
レ
ク
シ
ウ

ス
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
が
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
二
世
か
ら
公
爵
の
位
を
得
た
。
こ
れ
に
よ
り
ベ

ル
ン
ブ
ル
ク
は
、
侯
国
（F

ürstentum

）
か
ら
公
国
（H

erzogtum

）
に
成
り
上
が
っ
た
。
他
の
二
国
も
負
け
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て
は
い
な
か
っ
た
。
帝
国
の
解
体
後
、
イ
ェ
ー
ナ
・
ア
ウ
エ
ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
戦
い
（
同
年
一
〇
月
）
で
プ

ロ
イ
セ
ン
が
大
敗
す
る
と
、
翌
年
、
ア
ン
ハ
ル
ト
三
国
は
そ
ろ
っ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
盟
主
と
す
る
ラ
イ
ン
同

盟
に
加
盟
し
た
。
デ
ッ
サ
ウ
家
の
フ
ラ
ン
ツ
と
ケ
ー
テ
ン
家
の
ア
ウ
グ
ス
ト
は
、
こ
れ
を
機
に
ナ
ポ
レ
オ
ン

か
ら
公
爵
の
地
位
を
認
め
ら
れ
、
両
国
も
ま
た
公
国
へ
の
昇
格
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
一
八
一
三
年
、
今
度

は
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
戦
い
（
諸
国
民
の
戦
い
）
で
敗
北
す
る
と
、
ア
ン
ハ
ル
ト
三
国
は
手
の

ひ
ら
を
返
し
た
よ
う
に
ラ
イ
ン
同
盟
を
離
脱
し
、
対
仏
大
同
盟
軍
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
ン
ハ
ル
ト

は
格
上
げ
さ
れ
た
公
国
と
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
を
乗
り
切
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
10

。
大
国
の
思

惑
の
は
ざ
ま
で
、
う
ま
く
立
ち
回
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
11

。 

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
（
一
八
一
四
～
一
五
年
）
に
お
い
て
、
新
た
な
ド
イ
ツ
の
枠
組
み

が
決
め
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
連
邦
で
あ
る
。
連
邦
と
は
い
う
も
の
の
、
統
一
さ
れ
た
連
邦
国
家
で
は
な
く
、
独

立
し
た
君
主
国
と
都
市
か
ら
な
る
緩
や
か
な
連
合
体
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
も
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
王
国
は
イ

ギ
リ
ス
と
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
は
オ
ラ
ン
ダ
と
、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
公
国
と
ザ
ク
セ
ン
＝
ラ
ウ
エ
ン

ブ
ル
ク
公
国
は
デ
ン
マ
ー
ク
と
そ
れ
ぞ
れ
同
君
連
合
を
形
成
し
て
い
た
の
で
、
半
ば
国
際
機
関
の
よ
う
な
も

の
で
も
あ
っ
た
。
当
初
の
構
成
国
・
都
市
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
、
プ
ロ
イ
セ
ン
な
ど
五
王
国
、
ヘ
ッ
セ

ン
選
帝
侯
国
、
バ
ー
デ
ン
な
ど
七
大
公
国
、
ア
ン
ハ
ル
ト
三
国
を
含
む
一
〇
公
国
、
小
諸
侯
の
一
〇
侯
国
、
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フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
四
自
由
都
市
の
計
三
八
、
一
八
一
七
年
に
ヘ
ッ
セ
ン
＝
ホ
ン
ブ
ル
ク
方
伯
国
が
加
わ

っ
て
三
九
と
な
っ
た
12

。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
常
設
の
議
会
が
置
か
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
議
長
国
を
務
め

た
。
も
ち
ろ
ん
、
中
央
政
府
と
い
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
。 

で
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
下
に
お
け
る
ア
ン
ハ
ル
ト
の
動
き
を
見
て
い
こ
う
。
一
八
一
七
年
、
デ
ッ
サ
ウ
家
の

フ
ラ
ン
ツ
が
そ
の
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
を
閉
じ
た
。
か
つ
て
の
啓
蒙
専
制
君
主
も
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
は
保

守
化
す
る
一
方
だ
っ
た
。
公
爵
と
な
っ
た
翌
年
（
一
八
〇
八
年
）
に
は
、
自
ら
の
親
政
五
〇
周
年
を
祝
う
式

典
を
大
々
的
に
挙
行
し
て
い
る
。
近
世
の
終
焉
を
生
き
た
君
主
と
し
て
、
ま
ず
は
大
往
生
だ
っ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
嫡
男
が
一
八
一
四
年
に
亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
家
督
は
孫
の
レ
オ
ポ
ル
ト
四
世
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

が
継
い
だ
。
彼
も
ま
た
当
時
と
し
て
は
長
命
で
、
そ
の
治
世
は
一
八
七
一
年
、
ド
イ
ツ
帝
国
が
成
立
す
る
ま

で
続
い
た
。
こ
の
点
、
ド
イ
ツ
連
邦
の
成
立
を
見
届
け
て
亡
く
な
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
と
似
て
い
な
く
も
な
い
。

こ
の
レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
治
世
下
で
デ
ッ
サ
ウ
は
宮
廷
都
市
か
ら
工
業
都
市
へ
と
少
し
ず
つ
変

貌
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
以
降
で
論
じ
る
。 

ケ
ー
テ
ン
家
の
ア
ウ
グ
ス
ト
は
、
一
八
一
二
年
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。
彼
は
も
と
も
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
軍

人
だ
っ
た
が
、
の
ち
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
信
奉
者
と
な
り
、
自
国
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の
導
入
や
ユ
ダ
ヤ
人
の

解
放
な
ど
を
行
っ
た
。
一
八
一
三
年
に
ア
ン
ハ
ル
ト
三
国
は
対
仏
大
同
盟
側
に
寝
返
る
が
、
も
し
彼
が
存
命



166 
 

で
あ
っ
た
ら
混
乱
が
生
じ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ウ
グ
ス
ト
に
は
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
家
督
は
わ
ず

か
一
〇
歳
の
甥
（
兄
の
子
）
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
が
継
い
だ
。
も
ち
ろ
ん
政
務
を
執
れ
る
年
齢
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
当
時
ア
ン
ハ
ル
ト
諸
家
の
最
年
長
者
（
家
長
）
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
が
後
見
と
な
っ
た
。
保
守
化

し
て
い
た
フ
ラ
ン
ツ
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
の
定
め
た
「
憲
法
」
を
直
ち
に
停
止
し
た
。 

一
八
一
八
年
に
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
二
世
が
亡
く
な
る
と
、
ケ
ー
テ
ン
家
の
本
流
は
絶
え
、
家
督
は
傍
流
の
フ

ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
に
移
っ
た
。
し
か
し
一
八
四
七
年
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
の
弟
ハ
イ
ン

リ
ヒ
の
代
を
最
後
に
こ
ち
ら
も
後
嗣
が
い
な
く
な
り
、
ケ
ー
テ
ン
家
は
つ
い
に
断
絶
と
な
っ
た
。
領
地
は
当

初
デ
ッ
サ
ウ
家
と
ベ
ル
ン
ブ
ル
ク
家
に
よ
っ
て
相
続
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
時
の
ベ
ル
ン
ブ
ル
ク
公
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
・
カ
ー
ル
（
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
の
子
）
が
そ
の
権
利
を
放
棄
し
た
た
め
、
デ
ッ
サ
ウ
家
が
単
独
で

相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
時
代
の
大
き
な
波
が
デ
ッ
サ
ウ
に
も
押
し
寄
せ
て
き
た
。
一
八

四
八
年
の
革
命
（
「
諸
国
民
の
春
」
）
で
あ
る
。 

震
源
地
は
ま
た
し
て
も
フ
ラ
ン
ス
だ
っ
た
。
一
八
四
八
年
二
月
、
パ
リ
で
革
命
が
起
こ
り
13

、
そ
の
影
響

が
瞬
く
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
波
及
し
た
。
デ
ッ
サ
ウ
で
は
三
月
半
ば
に
民
衆
が
蜂
起
し
、
レ
オ
ポ
ル
ト
・

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
も
自
由
主
義
的
な
内
閣
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
五
月
に
は
改
革
派
が
多
数
を
占
め

る
議
会
が
発
足
し
、
一
〇
月
に
は
民
主
主
義
的
な
憲
法
が
採
択
さ
れ
た
。
様
々
な
立
場
の
新
聞
や
団
体
が
作
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ら
れ
、
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
が
沸
騰
し
た
。 

だ
が
、「
春
」
は
意
外
な
ほ
ど
短
か
っ
た
。
す
で
に
そ
の
年
の
末
ま
で
に
、
ウ
ィ
ー
ン
や
ベ
ル
リ
ン
で
は
反

動
派
が
巻
き
返
し
に
成
功
し
て
い
た
。
翌
一
八
四
九
年
三
月
に
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
が
ベ
ル
ン
ブ
ル
ク
に
進

駐
し
、
デ
ッ
サ
ウ
で
も
反
動
派
が
勢
い
を
増
し
た
。
こ
れ
に
力
を
得
た
レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、

七
月
に
改
革
派
の
大
臣
を
解
任
、
一
一
月
に
は
議
会
を
解
散
し
た
。
そ
し
て
一
八
五
一
年
一
一
月
、
新
憲
法

が
停
止
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
デ
ッ
サ
ウ
の
「
春
」
は
完
全
に
終
わ
り
を
告
げ
た
。 

デ
ッ
サ
ウ
公
国
と
ケ
ー
テ
ン
公
国
が
合
併
し
、
新
た
に
ア
ン
ハ
ル
ト
＝
デ
ッ
サ
ウ
＝
ケ
ー
テ
ン
公
国
が
樹

立
さ
れ
た
の
は
、
革
命
の
記
憶
も
薄
れ
か
け
た
一
八
五
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
二
年
後
、
ベ
ル
ン
ブ
ル

ク
で
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
病
の
た
め
政
務
か
ら
退
き
、
妻
の
フ
リ
ー
デ
リ
ケ
が
摂
政
に
就
い
た
。
し
か
し

二
人
に
は
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
死
と
と
も
に
ベ
ル
ン
ブ
ル
ク
領
も
ま
た
デ
ッ
サ
ウ
家

に
よ
っ
て
相
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
一
八
六
三
年
、
デ
ッ
サ
ウ
を
都
と
す
る
ア
ン
ハ
ル
ト
公

国
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
14

。
新
し
い
公
国
の
面
積
は
お
よ
そ
二
三
〇
〇
平
方
㌔
㍍
、
人
口
は
一
九
万
人
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
デ
ッ
サ
ウ
に
居
住
し
て
い
た
の
は
、
そ
の
う
ち
の
一
万
六
〇
〇
〇
人
程
度
。
ま
だ
ま
だ
さ
さ

や
か
な
町
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。 
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３ 

工
業
都
市
へ
の
胎
動 

 
ド
イ
ツ
史
に
お
い
て
話
が
錯
綜
す
る
テ
ー
マ
の
一
つ
に
、
ド
イ
ツ
の
工
業
化
が
あ
る
。
錯
綜
の
理
由
は
明

ら
か
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
工
業
化
が
始
ま
っ
た
一
九
世
紀
前
半
に
は
、
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
と
い
う
国
が
存
在

し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
は
独
立
し
た
君
主
国
と
都
市
か
ら
な
る
連

合
（
同
盟
）
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
一
つ
の
国
で
は
な
か
っ
た
15

。
各
領
邦
は
独
自
に
関
税
を
定
め
、
通
貨
や

度
量
衡
も
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
然
、
各
領
邦
、
地
域
に
お
け
る
産
業
の
種
類
や
規
模
も
ま
ち
ま
ち

で
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
的
、
政
治
的
、
法
的
、
社
会
的
等
々
の
条
件
の
下
で
、
異
な
っ
た
道
筋
を

辿
っ
て
発
展
ま
た
は
衰
退
し
て
い
っ
た
。
い
さ
さ
か
誇
張
し
て
い
え
ば
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
工
業
化
と
バ
イ
エ

ル
ン
の
工
業
化
は
ほ
と
ん
ど
別
の
話
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
工
業
化
と
は
、
こ
う
し
た
各
地
域
に
お

け
る
工
業
化
を
一
括
り
に
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。 

だ
が
一
方
で
、
そ
う
し
た
地
域
性
を
打
破
す
る
推
進
力
と
な
っ
た
の
も
、
こ
の
工
業
化
だ
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
近
代
の
工
業
化
は
、
人
、
モ
ノ
、
資
本
が
従
来
の
枠
を
越
え
て
流
通
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
不
可
分
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
い
え
ば
、
関
税
を
は
じ
め
と
す
る
領
邦
間
の
様
々
な
障
壁
が
取
り
除
か
れ
、

ド
イ
ツ
と
い
う
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下
で
各
地
域
の
産
業
が
再
編
さ
れ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
工
業
化
の
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前
提
で
あ
り
、
帰
結
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
一
八
七
一
年
の
統
一
国
家
（
ド
イ
ツ
帝
国
）
の
成
立
も
、
そ
う

し
た
流
れ
の
中
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
の
工
業
化
を
理
解
す
る
に
は
、
各
地
域
に
お
け
る
産
業
の
内
在
的
な
発
展
と
、
そ
れ

ら
が
地
域
の
枠
を
越
え
て
結
び
つ
き
、
変
容
し
て
い
く
過
程
を
同
時
に
見
定
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

話
が
錯
綜
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
が
き
わ
め
て
多
極
的
で
、
確
た
る
中
心
を
欠
い
て
い
た
か
ら
な
の
で

あ
る
16

。
こ
う
し
た
事
情
は
多
か
れ
少
な
か
れ
ど
こ
の
国
で
も
見
出
さ
れ
る
が
、
独
立
し
た
領
邦
の
集
合
体

に
す
ぎ
な
か
っ
た
当
時
の
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
と
さ
ら
そ
れ
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
形
で
現
れ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
デ
ッ
サ
ウ
で
あ
る
。
今
、
地
域
の
工
業
化
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
が
、
ア
ン
ハ
ル
ト
の
よ
う
な
小

国
に
あ
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
工
業
化
へ
の
内
在
的
な
動
因
そ
の
も
の
が
乏
し
か
っ
た
。
最
も
人
口
の
多
か
っ

た
デ
ッ
サ
ウ
で
さ
え
、
一
八
三
〇
年
頃
は
、
皮
革
、
タ
バ
コ
、
帽
子
、
織
物
な
ど
の
手
工
業
工
場
が
い
く
つ

か
あ
っ
た
だ
け
で
、
商
店
の
数
も
五
〇
に
満
た
な
か
っ
た
。
し
か
も
手
工
業
や
商
業
は
ツ
ン
フ
ト
ま
た
は
イ

ヌ
ン
グ
と
呼
ば
れ
た
同
業
組
合
（
同
職
組
合
）
の
規
制
を
受
け
て
い
た
の
で
、
希
望
者
が
自
由
に
参
入
す
る

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
規
制
は
一
八
六
〇
年
代
ま
で
続
い
た
。 

こ
の
デ
ッ
サ
ウ
を
工
業
都
市
へ
と
変
貌
さ
せ
て
い
く
動
因
は
、
外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
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で
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
膨
大
な
戦
費
支
出
に
よ
る
財
政
悪
化
の
た
め
、
租
税
収
入

を
増
大
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
目
を
つ
け
ら
れ
た
の
が
、
国
内
関
税
と
消
費
税
だ
っ
た
。
当
時
の

プ
ロ
イ
セ
ン
に
は
東
部
だ
け
で
五
七
も
の
異
な
っ
た
関
税
表
が
あ
り
、
各
都
市
や
地
方
で
様
々
な
消
費
税
が

課
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
国
内
交
易
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
徴
税
業
務
を
非
効
率
的
な

も
の
に
し
て
い
た
。
そ
こ
で
プ
ロ
イ
セ
ン
は
一
八
一
八
年
か
ら
二
一
年
に
か
け
て
関
税
制
度
の
抜
本
的
な
改

革
を
行
い
、
国
内
交
易
に
お
け
る
関
税
・
消
費
税
を
撤
廃
し
て
関
税
の
境
界
線
を
国
境
に
一
元
化
す
る
と
と

も
に
、
国
内
を
通
過
す
る
（
プ
ロ
イ
セ
ン
で
消
費
さ
れ
な
い
）
物
品
に
対
し
て
は
通
過
税
を
課
す
こ
と
に
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
国
内
交
易
の
活
性
化
と
徴
税
業
務
の
簡
素
化
を
図
り
、
税
収
を
増
大
さ

せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

だ
が
こ
の
新
た
な
関
税
制
度
は
、
他
の
諸
邦
に
大
き
な
憤
激
を
巻
き
起
こ
し
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
措
置
は

自
国
の
利
益
の
み
を
優
先
さ
せ
た
大
国
の
横
暴
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
ア
ン
ハ
ル
ト
の
よ
う
な
プ

ロ
イ
セ
ン
領
内
に
あ
る
「
飛
地
」
諸
邦
に
と
っ
て
は
、
そ
の
影
響
は
深
刻
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
邦
が
自
領

を
越
え
て
物
品
の
や
り
取
り
を
す
る
に
は
、
必
ず
プ
ロ
イ
セ
ン
領
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
ア
ン
ハ
ル
ト
を
は
じ
め
と
す
る
諸
邦
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
こ
の
関
税
措
置
の
撤
回
を
求
め
た
。
し
か

し
プ
ロ
イ
セ
ン
も
譲
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
も
し
「
飛
地
」
に
例
外
を
認
め
る
と
、
そ
こ
が
関
税
の
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抜
け
道
（
密
輸
ル
ー
ト
）
と
な
っ
て
し
ま
い
、
大
変
な
損
害
を
被
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
国

境
の
一
部
で
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
と
も
接
し
て
い
た
ア
ン
ハ
ル
ト
は
、
一
時
密
輸
基
地
の
よ
う
な
有
様

と
な
っ
て
い
た
。 

プ
ロ
イ
セ
ン
は
妥
協
す
る
こ
と
な
く
「
飛
地
」
に
圧
力
を
か
け
続
け
、
小
さ
な
諸
邦
の
経
済
は
次
第
に
追

い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
窮
し
た
諸
邦
に
残
さ
れ
た
道
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
関
税
制
度
に
参
加
し
、
支
払
っ
た

通
過
税
の
代
償
を
得
る
こ
と
し
か
な
か
っ
た
。
ア
ン
ハ
ル
ト
も
一
八
二
六
年
に
ベ
ル
ン
ブ
ル
ク
、
二
八
年
に

デ
ッ
サ
ウ
と
ケ
ー
テ
ン
の
順
で
こ
の
関
税
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
通
貨
や
度
量
衡
も
プ
ロ
イ
セ
ン

の
定
め
た
基
準
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
ア
ン
ハ
ル
ト
は
、
事
実
上
プ
ロ
イ
セ
ン
の
経
済
圏
に
取
り
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ア
ン
ハ
ル
ト
が
領
邦
と
し
て
の
独
立
性
を
少
な
か
ら
ず
失
っ
た

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
都
市
デ
ッ
サ
ウ
に
と
っ
て
は
、
小
さ
な
領
邦
の
枠
を
越
え
る
扉
が

開
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。 

そ
の
後
の
関
税
制
度
の
動
き
も
一
瞥
し
て
お
こ
う
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
関
税
政
策
は
、
領
内
の
「
飛
地
」
の

編
入
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
領
は
、
ベ
ル
リ
ン
を
中
心
と
し
た

東
部
（
ほ
ぼ
旧
来
か
ら
の
領
地
）
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
に
獲
得
し
た
西
部
（
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
、
ヴ
ェ
ス
ト

フ
ァ
ー
レ
ン
）
と
に
分
断
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
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ヴ
ァ
イ
ク
、
ヘ
ッ
セ
ン
な
ど
の
諸
邦
が
並
ん
で
い
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
経
済
の
統
一
の
た
め
に
は
、
こ
の
分
断

を
克
服
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

最
初
に
切
り
崩
さ
れ
た
の
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
＝
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
だ
っ
た
。
一
八
二
八
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン

は
同
国
と
関
税
同
盟
を
結
び
、
分
断
克
服
へ
の
足
掛
か
り
を
得
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
と
ヴ
ュ

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
は
南
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
を
、
ザ
ク
セ
ン
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
、
ヘ

ッ
セ
ン
選
帝
侯
国
な
ど
は
中
部
ド
イ
ツ
通
商
同
盟
を
結
成
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
勢
力
拡
大
を
阻
止
し
よ
う

と
し
た
。
し
か
し
後
者
は
あ
ま
り
に
も
参
加
国
が
多
く
、
利
害
関
係
が
入
り
組
ん
で
い
た
た
め
、
な
か
な
か

一
致
し
た
行
動
が
取
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
つ
け
込
ん
だ
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
一
八
三
一
年
に
ヘ
ッ
セ
ン
選
帝

侯
国
と
関
税
条
約
を
締
結
、
東
西
領
土
の
関
税
境
界
線
を
統
合
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
を
機

に
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
ザ
ク
セ
ン
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
諸
邦
が
相
次
い
で
プ
ロ
イ
セ
ン

と
関
税
条
約
交
渉
を
開
始
し
、
一
八
三
四
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
ド
イ
ツ
関
税
同
盟
が
発
足
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
加
盟
国
は
一
八
三
六
年
ま
で
に
バ
ー
デ
ン
、
ナ
ッ
サ
ウ
な
ど
を
加
え
て
二
五
と
な
り
、
そ
の
域
内
人

口
は
二
五
〇
〇
万
人
に
達
し
た
。
さ
ら
に
一
八
四
一
年
に
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
、
五
四
年
に
は
ハ
ノ

ー
フ
ァ
ー
と
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
が
そ
の
傘
下
に
入
り
、
関
税
同
盟
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
除
く
ド
イ
ツ
連
邦
の

大
半
を
占
め
る
一
大
自
由
交
易
圏
と
な
っ
た
17

。 
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プ
ロ
イ
セ
ン
の
関
税
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
ア
ン
ハ
ル
ト
に
と
っ
て
、
関
税
同
盟
の
発
展
は
潜
在
的

な
取
引
先
の
拡
大
を
意
味
し
て
い
た
。
デ
ッ
サ
ウ
の
経
済
に
も
、
一
八
三
〇
年
代
か
ら
少
し
ず
つ
新
た
な
動

き
が
出
て
き
た
。
一
八
三
三
年
に
は
デ
ッ
サ
ウ
公
レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
の
保
護
の
下
、
ユ
ダ
ヤ
人

の
銀
行
家
イ
ツ
ィ
ッ
ヒ
・
ヒ
ル
シ
ュ
・
コ
ー
ン
を
管
理
者
と
す
る
領
邦
貯
蓄
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
18

。
当
初

五
〇
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
で
始
ま
っ
た
こ
の
銀
行
の
預
金
総
額
は
、
一
八
四
六
年
に
は
そ
の
一
〇
〇
倍
の
五
二
万

タ
ー
ラ
ー
と
な
っ
た
。
集
ま
っ
た
資
金
は
公
債
や
鉄
道
、
公
共
事
業
な
ど
に
投
資
さ
れ
た
。
ま
た
領
邦
の
外

か
ら
も
企
業
家
が
集
ま
り
、
工
場
の
設
立
や
売
買
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
出
身
の
毛

織
物
商
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ジ
ー
ベ
ル
ツ
が
一
八
三
二
年
に
設
立
し
た
紡
績
工
場
で
は
、
蒸
気
機
関
も

用
い
ら
れ
た
。 

だ
が
、
デ
ッ
サ
ウ
が
工
業
都
市
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
に
は
、
関
税
の
自
由
化
だ
け
で
は
不
十
分
だ
っ
た
。

い
く
ら
法
的
に
自
由
な
交
易
圏
が
広
が
っ
て
も
、
交
通
手
段
が
従
来
の
ま
ま
で
は
、
流
通
の
規
模
は
限
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

古
く
か
ら
輸
送
の
大
動
脈
で
あ
っ
た
エ
ル
ベ
川
に
つ
い
て
は
、
一
八
二
二
年
に
沿
岸
諸
邦
に
よ
っ
て
エ
ル

ベ
川
航
行
条
令
が
施
行
さ
れ
、
輸
送
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
た
19

。
エ
ル
ベ
川
の
河
口
に
は
ド
イ
ツ
連
邦

の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
自
由
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
が
あ
り
、
海
外
と
の
取
引
も
容
易
だ
っ
た
20

。
し
か
し
河
川
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輸
送
に
は
地
理
的
な
限
界
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
だ
け
で
は
デ
ッ
サ
ウ
の
工
業
化
は
難
し
か
っ
た
。
内
陸
部
に

広
が
る
交
易
圏
の
中
で
デ
ッ
サ
ウ
が
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
に
は
、
陸
路
に
よ
る
、
よ
り
細
か
な
輸
送
手
段

が
必
要
だ
っ
た
。
鉄
道
で
あ
る
21

。 
ド
イ
ツ
最
初
の
鉄
道
は
、
一
八
三
五
年
一
二
月
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
～
フ
ュ
ル
ト
間
で
開

業
し
た
。
路
線
距
離
は
六
㌔
㍍
。
関
税
同
盟
の
発
足
か
ら
ほ
ぼ
二
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は

一
八
三
八
年
に
、
最
初
の
鉄
道
ベ
ル
リ
ン
～
ポ
ツ
ダ
ム
線
が
開
通
し
た
。
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
は
、
関

税
の
場
合
と
違
っ
て
鉄
道
の
建
設
に
は
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
が
22

、
こ
の
年
の
秋
に
鉄
道
法
を
施
行
し
て

民
間
に
よ
る
鉄
道
建
設
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
～
ポ
ツ
ダ
ム
線
は
一
八
四
六
年
に
マ
ク

デ
ブ
ル
ク
ま
で
延
伸
さ
れ
、
首
都
と
中
部
ド
イ
ツ
を
結
ぶ
基
幹
路
線
と
な
っ
た
。
こ
の
工
事
を
指
揮
し
た
の

が
、
の
ち
に
デ
ッ
サ
ウ
工
業
化
の
核
と
な
る
会
社
を
設
立
す
る
ハ
ン
ス
・
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ン

ル
ー
で
あ
る
。 

デ
ッ
サ
ウ
か
ら
エ
ル
ベ
川
を
六
〇
㌔
㍍
ほ
ど
下
っ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
は
、
当
時
ド
イ

ツ
最
大
の
砂
糖
（
甜
菜
糖
）
産
地
と
し
て
大
き
な
発
展
の
只
中
に
あ
っ
た
。
甜
菜
か
ら
砂
糖
を
精
製
す
る
技

術
は
一
九
世
紀
初
頭
に
ベ
ル
リ
ン
出
身
の
化
学
者
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
ー
ル
・
ア
シ
ャ
ー
ル
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ

た
が
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
大
陸
封
鎖
令
（
一
八
〇
六
年
）
に
よ
っ
て
砂
糖
の
輸
入
が
途
絶
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え
た
た
め
、
そ
の
技
術
が
一
気
に
広
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
一
帯
は
甜
菜
栽
培
に
適
し
た
土

壌
・
気
候
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
利
を
生
か
し
て
多
く
の
甜
菜
畑
や
製
糖
工
場
が
設
け
ら
れ
た
。
ベ
ル
リ

ン
～
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
線
が
開
通
す
る
頃
に
は
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
周
辺
の
一
七
の
企
業
だ
け
で
関
税
同
盟
全
体

で
収
穫
さ
れ
る
甜
菜
の
お
よ
そ
三
分
の
一
を
賄
っ
て
い
た
23

。
ベ
ル
ン
ブ
ル
ク
と
ケ
ー
テ
ン
は
こ
の
製
糖
地

帯
の
縁
に
当
た
り
、
す
で
に
一
八
三
〇
年
代
に
は
公
国
内
に
製
糖
工
場
が
存
在
し
た
。
少
し
離
れ
た
デ
ッ
サ

ウ
で
も
一
八
七
一
年
に
製
糖
工
場
が
設
立
さ
れ
る
が
、
の
ち
に
こ
の
工
場
が
デ
ッ
サ
ウ
の
歴
史
に
暗
い
一
頁

を
刻
む
こ
と
に
な
る
。 

ア
ン
ハ
ル
ト
を
経
由
す
る
最
初
の
鉄
道
は
、
こ
の
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
を
起
点
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
。
手
掛
け

た
の
は
民
間
の
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
鉄
道
会
社
で
、
一
八
四
〇
年
に
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
か
ら
ケ
ー

テ
ン
を
経
て
、
ハ
レ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
至
る
路
線
を
開
通
さ
せ
た
。
ハ
レ
と
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
は
古
く
か
ら

の
商
都
で
、
特
に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
は
ド
レ
ス
デ
ン
と
並
ぶ
ザ
ク
セ
ン
王
国
の
流
通
の
要
だ
っ
た
。
ケ
ー
テ
ン

に
鉄
道
が
通
っ
た
の
も
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
と
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
中
間
に
位
置
し
た
と
い
う
地
の
利
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。 

一
方
、
デ
ッ
サ
ウ
を
経
由
す
る
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
話
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
～

ポ
ツ
ダ
ム
線
の
開
業
直
後
か
ら
、
ベ
ル
リ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
鉄
道
会
社
が
ベ
ル
リ
ン
と
ハ
レ
を
結
ぶ
プ
ロ
イ
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セ
ン
初
の
長
距
離
路
線
の
建
設
を
計
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
経
由
地
に
当
た
る
デ
ッ
サ
ウ
で
は
、
君
主
の

レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
自
ら
が
無
償
で
土
地
や
資
材
を
提
供
す
る
な
ど
、
こ
の
計
画
を
強
力
に
後
押

し
し
た
。
そ
の
結
果
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
～
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
線
の
開
通
か
ら
わ
ず
か
三
か
月
後
に
は
デ
ッ
サ
ウ

～
ケ
ー
テ
ン
線
が
開
通
し
、
翌
一
八
四
一
年
に
は
こ
の
路
線
が
ロ
ス
ラ
ウ
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
を
経
由
し

て
、
ベ
ル
リ
ン
ま
で
延
伸
さ
れ
た
24

。
か
く
し
て
デ
ッ
サ
ウ
は
、
成
長
著
し
い
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
よ
り
五
年
も

早
く
、
ベ
ル
リ
ン
と
鉄
道
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ケ
ー
テ
ン
経
由
で
は
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
、
ハ
レ
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
繋
が
り
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
か
ら
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
や
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
へ
、
ハ
レ
か

ら
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
へ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
か
ら
は
ド
レ
ス
デ
ン
へ
出
る
こ
と
が
で
き
た
25

。
デ
ッ
サ
ウ
の

流
通
網
に
新
た
な
時
代
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
26

。 

関
税
同
盟
の
成
立
と
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
、
デ
ッ
サ
ウ
の
経
済
は
外
に
向
か
っ
て
大
き
く
開
か
れ
始
め

た
。
流
通
の
拡
大
は
町
に
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
需
要
を
喚
起
し
、
工
業
化
へ
の
土
壌
を
育
ん
で
い
っ
た
。

だ
が
別
の
面
か
ら
見
る
と
、
こ
の
こ
と
は
、
ア
ン
ハ
ル
ト
の
特
殊
性
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
ア
ン
ハ
ル
ト
は
、
地
理
的
・
経
済
的
に
は
ほ
ぼ
プ
ロ
イ
セ
ン
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
も
の
の
、
政
治

的
に
は
依
然
と
し
て
「
独
立
国
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
27

。
経
済
の
壁
が
低
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
逆
に
政

治
の
壁
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
壁
は
、
ア
ン
ハ
ル
ト
に
集
う
人
々
に
と
っ
て
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必
ず
し
も
障
壁
で
は
な
く
、
む
し
ろ
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
す
る
防
壁
と
し
て
役
立
っ
て
い
た
。
ア
ン
ハ
ル
ト
の

同
意
が
な
い
限
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
法
律
は
ア
ン
ハ
ル
ト
で
は
通
用
し
な
か
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
許
可

さ
れ
な
い
こ
と
も
、
ア
ン
ハ
ル
ト
で
は
許
可
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
無
論
、
プ
ロ
イ
セ
ン
が
そ
の
気
に

な
っ
て
圧
力
を
か
け
れ
ば
、
ア
ン
ハ
ル
ト
も
そ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
プ
ロ
イ
セ
ン

の
中
（
飛
地
）
に
あ
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
な
い
と
い
う
そ
の
独
特
な
立
ち
位
置
は
、
ア
ン
ハ
ル
ト
に
特
別

な
存
在
感
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
両
者
の
関
係
が
よ
く
表
れ
た
の
が
、
一
八
四
六
年
の
株
式

銀
行
設
立
を
め
ぐ
る
動
き
だ
っ
た
。 

一
八
四
〇
年
代
ま
で
の
ド
イ
ツ
の
金
融
業
は
い
ま
だ
個
人
銀
行
が
主
体
で
、
工
業
化
の
進
展
に
伴
う
資
金

需
要
の
増
大
に
応
え
ら
れ
な
い
で
い
た
。
そ
の
た
め
産
業
界
で
は
株
式
会
社
組
織
の
信
用
銀
行
の
設
立
を
求

め
る
声
が
高
ま
っ
た
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
は
そ
れ
を
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
巨
大
な
株
式
銀
行
の
存

在
は
、
政
府
の
経
済
財
政
政
策
の
妨
げ
に
な
り
か
ね
な
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

そ
こ
で
動
い
た
の
が
、
デ
ッ
サ
ウ
だ
っ
た
。
資
本
力
の
な
い
デ
ッ
サ
ウ
で
は
、
政
府
も
株
式
銀
行
の
設
立

に
乗
り
気
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
き
な
資
金
需
要
の
あ
る
ル
ー
ル
と
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
の
中
間
に
位
置
す
る

と
い
う
地
の
利
も
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
八
四
六
年
三
月
、
デ
ッ
サ
ウ
で
会
合
が
も
た
れ
、
全

ド
イ
ツ
規
模
の
株
式
信
用
銀
行
と
な
る
べ
き
「
ド
イ
ツ
銀
行
」
の
設
立
が
決
め
ら
れ
た
。
資
本
金
の
目
標
は
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一
〇
〇
〇
万
タ
ー
ラ
ー
だ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
こ
の
計
画
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
措
置
に
よ
り
あ
っ
け
な
く
潰
え
て
し
ま
う
。
同
年
四
月
、
プ
ロ

イ
セ
ン
が
民
間
資
本
の
参
加
を
受
け
入
れ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
銀
行
の
設
立
に
動
い
た
の
で
あ
る
28

。
資
本
金
は

国
か
ら
の
出
資
が
一
〇
〇
万
タ
ー
ラ
ー
、
民
間
か
ら
の
募
集
が
一
〇
〇
〇
万
タ
ー
ラ
ー
で
、
経
営
は
プ
ロ
イ

セ
ン
の
官
僚
か
ら
な
る
銀
行
管
理
委
員
会
が
監
督
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
な
っ
て
は
、
も
は
や
デ
ッ
サ

ウ
の
出
る
幕
は
な
か
っ
た
。
期
待
さ
れ
た
出
資
者
は
皆
プ
ロ
イ
セ
ン
銀
行
に
走
り
、
デ
ッ
サ
ウ
の
「
ド
イ
ツ

銀
行
」
に
は
目
標
の
四
分
の
一
程
度
の
資
金
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
。 

し
か
し
そ
れ
で
も
、
デ
ッ
サ
ウ
は
株
式
銀
行
の
設
立
そ
の
も
の
は
諦
め
な
か
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
に
せ
よ
、
デ
ッ
サ
ウ
の
資
金
需
要
も
そ
れ
な
り
に
大
き
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
銀
行

は
身
の
丈
に
合
っ
た
「
ア
ン
ハ
ル
ト
＝
デ
ッ
サ
ウ
領
邦
銀
行
」
と
命
名
さ
れ
、
一
八
四
七
年
一
月
に
開
業
し

た
29

。
頭
取
に
就
任
し
た
の
は
、
最
大
の
出
資
者
で
も
あ
っ
た
銀
行
家
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ル
イ
ス
・
ヌ
ラ

ン
ト
で
あ
る
。 

さ
て
こ
う
し
て
一
八
四
〇
年
代
、
デ
ッ
サ
ウ
に
は
鉄
道
と
銀
行
が
も
た
ら
さ
れ
、
様
々
な
産
業
需
要
の
種

が
ま
か
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、
人
口
も
年
々
増
加
し
、
彼
ら
の
生
活
を
支
え
る
商
店

な
ど
も
増
え
て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
誰
も
が
こ
う
し
た
動
き
を
歓
迎
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
新
た
に
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や
っ
て
き
た
企
業
家
た
ち
の
行
動
は
、
旧
来
の
特
権
を
守
ろ
う
と
す
る
手
工
業
者
ら
と
の
軋
轢
を
生
み
、
そ

れ
が
一
八
四
八
年
の
革
命
運
動
の
一
因
と
も
な
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
や
は
り
必
要
な
時
間
で
あ
っ

た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
騒
動
の
渦
中
で
種
々
の
利
害
が
調
整
さ
れ
、
来
る
べ
き
離
陸
の

た
め
の
滑
走
路
が
準
備
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

や
が
て
革
命
の
季
節
が
去
り
、
二
つ
の
公
国
が
一
つ
に
な
る
。
い
よ
い
よ
デ
ッ
サ
ウ
は
工
業
都
市
に
向
け

て
離
陸
を
開
始
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
駆
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
五
五
年
に
資
本
金
五
〇
万
タ
ー
ラ
ー

を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
ド
イ
ツ
・
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
ガ
ス
会
社
で
あ
っ
た
。
設
立
者
は
先
に
名
前
を
挙
げ

た
ウ
ン
ル
ー
と
ヌ
ラ
ン
ト
。
彼
ら
も
ま
た
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
や
っ
て
き
た
者
た
ち
だ
っ
た
。 

次
回
は
こ
の
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
ガ
ス
会
社
の
発
展
を
軸
に
、
デ
ッ
サ
ウ
の
工
業
化
の
過
程
を
見
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。 

  
 

 

注 

1 
B

undesagentur für A
rbeit (2020) 

よ
り
算
出
。 

2 

当
時
バ
ッ
ハ
は
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
公
国
の
楽
師
長
を
務
め
て
い
た
が
、
事
前
に
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
ケ

ー
テ
ン
か
ら
の
申
し
出
を
受
け
た
た
め
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
公
の
怒
り
を
買
い
、
一
か
月
ほ
ど
の
禁
錮
処
分
を
受
け
た
。 

3 

私
生
活
で
は
、
最
初
の
妻
マ
リ
ア
・
バ
ル
バ
ラ
の
死
（
一
七
二
〇
年
）
、
ア
ン
ナ
・
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
と
の
再
婚
（
一
七
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二
一
年
）
な
ど
、
波
乱
に
富
ん
だ
時
代
で
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
息
子
の
音
楽
家
カ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
エ
マ
ヌ

エ
ル
・
バ
ッ
ハ
は
前
妻
の
子
、
ヨ
ハ
ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
は
後
妻
の
子
で
あ
る
。
彼
ら
は
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど
次
世
代
の
音
楽
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

4 
家
督
は
継
い
だ
も
の
の
、
フ
ラ
ン
ツ
は
年
少
で
あ
っ
た
た
め
、
一
七
五
八
年
ま
で
叔
父
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
が
摂
政
を

務
め
た
。 

5 

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
＝
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ト
家
は
、
代
々
プ
ロ
イ
セ
ン
と
デ
ッ
サ
ウ
家
を
繋
ぐ
鎹
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
。
ル
イ
ー
ゼ
の
父
方
の
祖
母
は
ヨ
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
二
世
の
娘
（
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
の
妹
）
、
母
は
レ
オ
ポ

ル
ト
一
世
の
娘
（
フ
ラ
ン
ツ
の
父
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
の
妹
）
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ツ
と
ル
イ
ー
ゼ
は
従
兄
妹
同
士
で
あ

っ
た
。 

6 

一
七
七
一
年
、
フ
ラ
ン
ツ
は
汎
愛
派
の
教
育
者
ヨ
ハ
ン
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
バ
ゼ
ド
ウ
を
デ
ッ
サ
ウ
に
招
い
た
。
バ

ゼ
ド
ウ
は
三
年
後
、
全
九
巻
か
ら
な
る
教
育
学
の
『
基
礎
教
程
』
を
発
表
し
、
自
身
の
理
念
に
基
づ
い
た
寄
宿
学
校

｢

汎
愛
学
舎
」
を
設
立
し
た
。
こ
の
新
し
い
学
校
は
ド
イ
ツ
の
教
育
界
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
一
七
七
六
年
に
行

わ
れ
た
公
開
試
験
の
際
に
は
ド
イ
ツ
中
か
ら
多
く
の
見
学
者
が
集
ま
っ
た
。
し
か
し
程
な
く
教
師
陣
の
内
紛
や
財
政

問
題
な
ど
か
ら
運
営
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、
汎
愛
学
舎
は
一
七
九
三
年
に
閉
鎖
と
な
っ
た
。 

7 

よ
く
知
ら
れ
た
啓
蒙
専
制
君
主
に
、
農
奴
制
を
廃
止
し
た
バ
ー
デ
ン
辺
境
伯
の
カ
ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
、
若
き
ゲ

ー
テ
を
閣
僚
に
迎
え
た
ザ
ク
セ
ン
＝
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
公
の
カ
ー
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
ら
が
い
る
。 

8 

ピ
ョ
ー
ト
ル
は
元
々
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ゴ
ッ
ト
ル
フ
公
爵
家
の
当
主
で
、
ド
イ
ツ
語
名
を

カ
ー
ル
・
ペ
ー
タ
ー
・
ウ
ル
リ
ヒ
と
い
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
皇
帝
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
ー
タ
（
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
の
娘
）
に
子

が
な
か
っ
た
た
め
、
姉
の
子
で
あ
る
彼
が
養
子
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ゾ
フ
ィ
ー
は
彼
の
又
従
妹
に
当
た
る
。 

9 

一
八
〇
三
年
の
帝
国
代
表
者
会
議
主
要
決
議
に
よ
っ
て
、
教
会
領
の
世
俗
化
と
小
邦
の
陪
臣
化
の
方
針
が
取
り
決
め

ら
れ
た
。
そ
し
て
一
八
〇
六
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
主
導
に
よ
っ
て
ラ
イ
ン
同
盟
が
結
成
さ
れ
る
と
、
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
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二
世
は
帝
国
の
維
持
を
諦
め
、
自
ら
退
位
を
宣
言
し
た
。 

10 

ザ
ク
セ
ン
の
場
合
は
事
情
が
違
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
お
い
て
ザ
ク
セ
ン
は
、
王
号
こ
そ
維
持
で
き
た
も
の
の
、

領
土
の
北
半
分
を
プ
ロ
イ
セ
ン
に
割
譲
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ン
ハ
ル
ト
は
、

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
に
接
し
た
西
側
の
飛
地
（
ベ
ル
ン
ブ
ル
ク
領
）
の
ご
く
一
部
を
除
く
国
境
の
ほ
ぼ
す
べ
て

を
プ
ロ
イ
セ
ン
に
囲
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

11 

ア
ン
ハ
ル
ト
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
境
か
ら
遠
く
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ザ
ク
セ
ン
の
緩
衝
地
帯
で
あ
る
と
い
う
地
政
学
的

利
点
が
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
と
っ
て
も
対
仏
大
同
盟
側
に
と
っ
て
も
、
ア
ン
ハ
ル
ト
は
手
ご
ろ
な
駒
に
見
え
た

の
で
あ
る
。 

12 

デ
ン
マ
ー
ク
と
同
君
連
合
を
形
成
し
て
い
た
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
公
国
と
ザ
ク
セ
ン
＝
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
公
国
は
、
合

わ
せ
て
一
つ
と
数
え
ら
れ
る
。
ま
た
弟
系
ロ
イ
ス
侯
国
は
、
当
時
ロ
イ
ス
＝
ロ
ー
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ロ
イ
ス
＝
シ

ュ
ラ
イ
ツ
、
ロ
イ
ス
＝
エ
ー
ベ
ル
ス
ド
ル
フ
の
三
侯
国
に
分
か
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
別
々
に
数
え
る
と
計
四

一
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

13 

二
月
革
命
。
国
王
ル
イ
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
退
位
し
、
第
二
共
和
政
が
成
立
し
た
。 

14 

一
六
〇
三
年
に
ア
ン
ハ
ル
ト
の
分
割
が
取
り
決
め
ら
れ
て
か
ら
、
実
に
二
六
〇
年
ぶ
り
の
統
一
で
あ
っ
た
。
デ
ッ
サ

ウ
家
の
初
代
ヨ
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
一
世
は
、
レ
オ
ポ
ル
ト
一
世
の
曾
祖
父
に
当
た
る
。 

15 

ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
立
役
者
と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
宰
相
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
、
分
裂
状
態
に
あ
っ
た
イ
タ
リ
ア
を

｢

地
理
的
概
念
」
と
述
べ
た
が
、
当
の
ド
イ
ツ
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

16 

プ
ロ
イ
セ
ン
中
心
史
観
は
、
後
代
か
ら
の
見
立
て
に
す
ぎ
な
い
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
工
業
化
だ
け
を
取
っ
て
も
、
そ
の

動
き
は
多
極
的
だ
っ
た
。 

17 

関
税
同
盟
の
拡
大
は
ド
イ
ツ
統
一
へ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
た
が
、
こ
の
同
盟
が
直
ち
に
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
に
結
び

つ
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
関
税
同
盟
は
様
々
な
条
約
の
束
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
加
盟
国
間
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に
は
立
場
の
相
違
が
あ
っ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
が
ド
イ
ツ
に
お
け
る
覇
権
を
確
立
し
た
普
墺
戦
争
（
一
八
六
六
年
）
で

も
、
関
税
同
盟
の
加
盟
国
が
敵
味
方
に
分
か
れ
て
戦
っ
た
。 

18 

イ
ツ
ィ
ッ
ヒ
の
息
子
モ
ー
リ
ッ
ツ
は
、
立
志
伝
中
の
人
物
で
あ
る
。
父
を
継
い
で
デ
ッ
サ
ウ
の
銀
行
家
と
な
っ
た
モ

ー
リ
ッ
ツ
は
、
一
八
四
八
年
、
三
月
革
命
の
混
乱
を
避
け
て
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
て
い
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
王
弟
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
（
の
ち
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
）
に
多
額
の
援
助
を
行
い
、
彼
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
た
。
帰
国
後
、
革

命
を
鎮
圧
し
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
摂
政
、
国
王
、
さ
ら
に
は
初
代
の
ド
イ
ツ
皇
帝
へ
と
昇
り
詰
め

て
い
く
が
、
モ
ー
リ
ッ
ツ
に
対
す
る
信
頼
は
変
わ
ら
ず
、
彼
を
宮
廷
銀
行
家
に
任
じ
、
そ
の
財
産
の
管
理
・
運
用
を

任
せ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
よ
っ
て
デ
ッ
サ
ウ
と
の
縁
が
切
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
モ
ー
リ
ッ
ツ
は
ア
ン
ハ
ル
ト

の
宮
廷
銀
行
家
も
兼
務
し
て
い
た
。
銀
行
家
と
し
て
彼
は
様
々
な
事
業
に
投
資
し
た
が
、
中
で
も
力
を
入
れ
た
の
が

鉄
道
だ
っ
た
。
モ
ー
リ
ッ
ツ
が
亡
く
な
っ
た
の
は
一
九
〇
〇
年
。
墓
は
デ
ッ
サ
ウ
に
あ
る
。 

19 

デ
ッ
サ
ウ
は
、
南
か
ら
エ
ル
ベ
川
に
合
流
す
る
ム
ル
デ
川
の
左
岸
に
あ
る
。
合
流
点
の
北
側
（
エ
ル
ベ
川
の
対
岸
）

に
あ
る
町
が
、
二
〇
〇
七
年
に
デ
ッ
サ
ウ
と
合
併
し
た
ロ
ス
ラ
ウ
で
あ
る
。 

20 

但
し
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
は
関
税
同
盟
に
は
加
盟
し
て
い
な
か
っ
た
。 

21 

無
論
、
鉄
道
が
開
通
し
て
も
、
エ
ル
ベ
川
が
デ
ッ
サ
ウ
に
と
っ
て
重
要
な
輸
送
路
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ

た
。
一
八
三
九
年
に
は
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
～
ド
レ
ス
デ
ン
間
（
デ
ッ
サ
ウ
は
そ
の
途
中
に
位
置
す
る
）
に
最
初
の
蒸
気

船
が
就
航
し
、
以
後
エ
ル
ベ
川
の
輸
送
量
も
大
き
く
伸
び
て
い
っ
た
。
た
だ
、
い
く
ら
エ
ル
ベ
川
の
輸
送
量
が
増
え

て
も
、
次
々
と
路
線
を
広
げ
て
い
く
鉄
道
の
そ
れ
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

22 

鴋
澤
は
、
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
官
僚
が
国
家
主
導
の
鉄
道
建
設
推
進
に
反
対
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い

る
。
「
①
鉄
道
の
収
益
性
へ
の
疑
問
、
②
舗
装
国
道
な
ど
既
存
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
の
利
害
対
立
、
③
現
下
の
国
家

財
政
逼
迫
、
④
鉄
道
投
機
の
過
熱
へ
の
心
配
、
⑤
他
邦
と
の
鉄
道
連
絡
に
よ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
政
治
的
独
立
性

の
低
下
」（
鴋
澤 

二
〇
二
〇
、
五
六
～
五
七
頁
）
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、
自
由
交
易
圏
（
関
税
同
盟
）
は
拡
大
す
る
け
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れ
ど
も
、
そ
の
中
を
移
動
す
る
交
通
手
段
は
従
来
の
ま
ま
（
徒
歩
、
馬
、
馬
車
、
船
）
で
、
領
邦
の
政
治
的
独
立
性

は
堅
持
す
る
、
と
い
う
姿
を
思
い
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
。 

23 

二
〇
世
紀
初
頭
に
ド
イ
ツ
（
帝
国
）
は
世
界
一
の
砂
糖
生
産
国
と
な
っ
た
。
砂
糖
は
当
時
の
ド
イ
ツ
で
二
番
目
に
大

き
な
輸
出
品
で
あ
り
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
は
国
際
的
な
砂
糖
取
引
の
中
心
地
だ
っ
た
。 

24 
こ
の
時
設
け
ら
れ
た
の
が
、
現
在
フ
ァ
サ
ー
ド
の
一
部
（
一
八
八
〇
年
竣
工
の
も
の
）
の
み
が
遺
構
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
ベ
ル
リ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
駅
で
あ
る
。
往
時
の
ア
ン
ハ
ル
ト
駅
は
ベ
ル
リ
ン
か
ら
南
方
面
へ
の
玄
関
口
と
し

て
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
空
襲
で
破
壊
さ
れ
、
一
九
五
二
年
に
廃
駅
と
な
っ
た
。
ち

な
み
に
、
ベ
ル
リ
ン
～
デ
ッ
サ
ウ
間
の
距
離
は
、
東
京
～
甲
府
間
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
一
八
六
三
年
に
成
立
し
た

ア
ン
ハ
ル
ト
公
国
の
面
積
は
、
現
在
の
山
梨
県
（
四
四
六
五
平
方
㌔
㍍
）
の
半
分
強
、
東
京
都
（
二
一
九
四
平
方
㌔

㍍
）
よ
り
少
し
大
き
い
く
ら
い
と
な
る
。 

25 

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
と
ド
レ
ス
デ
ン
へ
は
、
エ
ル
ベ
川
の
舟
運
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

26 

そ
の
後
、
ベ
ル
リ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
鉄
道
会
社
は
、
一
八
五
七
年
に
デ
ッ
サ
ウ
～
ビ
ッ
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
線
、
五
九
年

に
ビ
ッ
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
か
ら
ハ
レ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
分
岐
す
る
路
線
を
開
通
さ
せ
た
。
ま
た
同
じ
年
に
は
、
ヴ
ィ

ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
デ
ッ
サ
ウ
を
経
由
（
迂
回
）
せ
ず
に
ビ
ッ
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
へ
向
か
う
路
線
も
完
成
さ
せ
た
。
こ

れ
に
よ
り
デ
ッ
サ
ウ
は
、
ベ
ル
リ
ン
～
ハ
レ
／
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
線
の
経
由
地
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
石
炭
（
褐
炭
）

の
産
地
で
あ
っ
た
ビ
ッ
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
と
結
ば
れ
、
ケ
ー
テ
ン
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
ハ
レ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
出

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

27 

関
税
同
盟
と
の
関
係
に
し
て
も
、
ア
ン
ハ
ル
ト
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
関
税
制
度
を
通
じ
て
そ
こ
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た

だ
け
で
、
独
立
し
た
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
で
は
、
独
立
し
た
君
主
国
と
し
て
投
票

権
を
も
っ
て
い
た
。 

28 

一
八
四
六
年
四
月
の
内
閣
令
に
よ
っ
て
そ
の
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
、
一
〇
月
の
銀
行
令
に
よ
っ
て
詳
細
が
規
定
さ
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れ
た
。
こ
の
銀
行
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
中
央
発
券
銀
行
と
な
り
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
成
立
後
、
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ン
ク
（
帝
国

銀
行
）
に
改
組
さ
れ
た
。 

29 

ア
ン
ハ
ル
ト
＝
デ
ッ
サ
ウ
領
邦
銀
行
は
銀
行
券
の
発
券
も
行
い
、
そ
の
一
部
は
プ
ロ
イ
セ
ン
で
も
流
通
し
て
い
た
。

し
か
し
一
八
五
七
年
の
恐
慌
を
機
に
プ
ロ
イ
セ
ン
が
国
外
銀
行
券
の
流
通
を
禁
止
し
た
た
め
、
そ
の
流
通
高
は
激
減

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 
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Once upon a Time in Dessau: 

Portrait of a Provincial Industrial City (1) 
 

Dessau is a small city in Saxony-Anhalt state which belonged to 

the former East Germany. Since the German reunification in 1990, 

its economy has been stagnant and the population, especially of 

young generation, has continued to decline. It was once the capital of 

the Duchy of Anhalt, which was established in 1863, and played an 

important role in the industrialization of Central Germany. After the 

end of the Duchy in 1918, the Junkers, well known as the 

manufacturer of the world's first all-metal aircraft, was founded and 

the Bauhaus, one of the most influential design schools in the 20th 

century, moved there. On the other hand it has a dark history in the 

Nazi era. This study is an attempt to analyze and interpret several 

aspects of German history from the viewpoint of a provincial 

industrial city. In this first part of the study, I trace the history of 

Anhalt to the birth of the Duchy and clarify the preconditions for the 

industrialization of Dessau. 
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